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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中間転写体と、
　前記中間転写体上に形成され、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬
化材料を含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖
型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤で
あって、ポリプロピレングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性の
アクリル、及び、ポリアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含む
ジメチルシロキサン界面活性剤を含む硬化性溶液層と、
　前記中間転写体上に形成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手
段と、
　前記インク滴が付与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性
溶液層硬化性溶液層を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前
記記録媒体に前記硬化性溶液層を転写する転写手段と、
　前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体に、紫外線を照射する紫外線照射
手段と、
　を有することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記硬化性溶液層を構成する各成分を混合した混合液を中間転写体上に塗布することに
より、該硬化性溶液層が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
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【請求項３】
　中間転写体と、
　前記中間転写体上に、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を
含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖型エチレ
ンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤であって、
ポリプロピレングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性のアクリル
、及び、ポリアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含むジメチル
シロキサン界面活性剤を含む記録材料を供給して、硬化性溶液層を形成する硬化性溶液層
形成手段と、
　前記中間転写体上に形成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手
段と、
　前記インク滴が付与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性
溶液層硬化性溶液層を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前
記記録媒体に前記硬化性溶液層を転写する転写手段と、
　前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体に、紫外線を照射する紫外線照射
手段と、
　を有することを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を含み、更に親水基／疎
水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖型エチレンオキサイド及びプロ
ピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤であって、ポリプロピレングリコ
ール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性のアクリル、及び、ポリアルキレ
ン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含むジメチルシロキサン界面活性剤
を含むことを特徴とする記録材料。
【請求項５】
　前記硬化材料１００質量部に対する前記吸液成分の含有量が、１０質量部以上１００質
量部以下であり、前記硬化材料１００質量部に対する前記界面活性剤の含有量が、０．０
１質量部以上３０質量部以下であることを特徴とする請求項４に記載の記録材料。
【請求項６】
　前記界面活性剤の２５℃における粘度が、１０ｍＰａｓ以上２０００ｍＰａｓ以下であ
ることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の記録材料。
【請求項７】
　前記側鎖型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界
面活性剤を０．１質量％以上３０質量％以下含み、
　さらに、多官能アクリルウレタンオリゴマー誘導体を５質量％以上３０質量％以下と、
溶解性パラメーターが１０以下のエチレンオキサイド変性又はプロピレンオキサイド変性
のアクリルモノマーを１０質量％以上５０質量％以下と、をそれぞれ含むことを特徴とす
る請求項４～請求項６の何れか１項に記載の記録材料。
【請求項８】
　前記溶解性パラメーターが１０以下のエチレンオキサイド変性又はプロピレンオキサイ
ド変性のアクリルモノマーが、ポリプロピレングリコール又はポリエチレングリコール成
分の何れかを含むポリエーテル変性多官能アクリルモノマーであることを特徴とする請求
項７に記載の記録材料。
【請求項９】
　中間転写体と、前記中間転写体上に形成される硬化性溶液層と、前記中間転写体上に形
成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手段と、前記インク滴が付
与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性溶液層硬化性溶液層
を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前記記録媒体に前記硬
化性溶液層を転写する転写手段と、前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体
に、紫外線を照射する紫外線照射手段と、を有する記録装置における前記硬化性溶液層の
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形成に用いられることを特徴とする請求項４～請求項８の何れか１項に記載の記録材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置及び記録材料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクを利用した記録方式では、浸透媒体や非浸透媒体などの多様な記録媒体に対し記
録を行うために、中間転写体に記録した後、記録媒体に転写する方式が提案されている。
【０００３】
　例えば、画像層のインク流れや混色を防止する目的で、紫外線硬化性インクを噴射して
受像体に画像層を形成し、記録媒体と受像体上の画像層とのニップを転写に充分な圧力を
用いて形成し、画像層に紫外線を照射するインクジェット記録装置において、紫外線供給
装置と画像層とに挟まれる受像体又は紫外線供給装置用ハウジングが設けられているイン
クジェット記録装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、インク使用量を低減する目的で、紫外線（ＵＶ）硬化型インクを中間転写体に付
与し、中間転写体を押圧してＵＶ硬化型インクを最終基材へ転写し、ＵＶ硬化型インクへ
紫外線を照射するインクジェット画像形成方法において、最終基材上のＵＶ硬化型インク
ドット径が中間転写媒体上のＵＶ硬化型インクドット径より大きいことを特徴とするイン
クジェット画像形成方法が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　さらに、飛翔インク滴が中間転写体に転写されるのに先だって、中間転写体の表面に液
体を付着させ、その液体上にインクを付着させてから、中間転写体上のインクを液体とと
もに被印刷体に転写することを特徴とする記録方法が提案されている（例えば、特許文献
３参照）。
【０００６】
　一方、印刷版上のインクまたは飛翔インク滴が中間転写体に転写されるのに先だって、
中間転写体の表面に液体を付着させ、その液体上にインクを付着させてから、中間転写体
上のインクを液体とともに被印刷体に転写することを特徴とする記録方法が提案されてい
る（例えば、特許文献４参照）。
　また、静電界を利用して油性インクをインクジェット方式により画像保持体表面に画像
を形成し、該画像担持体に形成された画像を印刷媒体上に接触転写することにより印刷物
を作成することを特徴とするインクジェット式印刷方法が提案されている（例えば、特許
文献５参照）。
【０００７】
　更に、流動性を低下させた着色インクを記録ヘッドより中間転写体に付与し、インク像
を形成する形成工程と、インク像を記録媒体へ転写する転写工程と、転写工程の前に、画
像の耐擦過性を向上させる第２材料を中間転写体に付与するインクジェット記録方法が提
案されている（例えば、特許文献６参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－１５２９４５号公報
【特許文献２】特開２００７－１５２４１号公報
【特許文献３】特開２００１－２１２９５６号公報
【特許文献４】特開２００１－２１２９５６号公報
【特許文献５】特開２００１－３１５４２６号公報
【特許文献６】特開２００５－１７００３６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、記録媒体への優れた転写効率を有する記録装置および記録用材料を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題は、以下の手段により解決される。即ち、
　請求項１に係る発明は、
　中間転写体と、
　前記中間転写体上に形成され、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬
化材料を含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖
型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤で
あって、ポリプロピレングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性の
アクリル、及び、ポリアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含む
ジメチルシロキサン界面活性剤を含む硬化性溶液層と、
　前記中間転写体上に形成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手
段と、
　前記インク滴が付与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性
溶液層硬化性溶液層を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前
記記録媒体に前記硬化性溶液層を転写する転写手段と、
　前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体に、紫外線を照射する紫外線照射
手段と、
　を有することを特徴とする記録装置である。
【００１１】
　請求項２に係る発明は、
　前記硬化性溶液層を構成する各成分を混合した混合液を中間転写体上に塗布することに
より、該硬化性溶液層が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の記録装置であ
る。
【００１２】
　請求項３に係る発明は、
　中間転写体と、
　前記中間転写体上に、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を
含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖型エチレ
ンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤であって、
ポリプロピレングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性のアクリル
、及び、ポリアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含むジメチル
シロキサン界面活性剤を含む記録材料を供給して、硬化性溶液層を形成する硬化性溶液層
形成手段と、
　前記中間転写体上に形成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手
段と、
　前記インク滴が付与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性
溶液層硬化性溶液層を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前
記記録媒体に前記硬化性溶液層を転写する転写手段と、
　前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体に、紫外線を照射する紫外線照射
手段と、
　を有することを特徴とする記録装置である。
【００１３】
　請求項４に係る発明は、
　吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を含み、更に親水基／疎
水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、側鎖型エチレンオキサイド及びプロ
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ピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界面活性剤であって、ポリプロピレングリコ
ール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性のアクリル、及び、ポリアルキレ
ン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含むジメチルシロキサン界面活性剤
を含むことを特徴とする記録材料である。
【００１６】
　請求項５に係る発明は、
　前記硬化材料１００質量部に対する前記吸液成分の含有量が、１０質量部以上１００質
量部以下であり、前記硬化材料１００質量部に対する前記界面活性剤の含有量が、０．０
１質量部以上３０質量部以下であることを特徴とする請求項４に記載の記録材料。
【００１８】
　請求項６に係る発明は、
　前記界面活性剤の２５℃における粘度が、１０ｍＰａｓ以上２０００ｍＰａｓ以下であ
ることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の記録材料である。
【００１９】
　請求項７に係る発明は、
　前記側鎖型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサン界
面活性剤を０．１質量％以上３０質量％以下含み、
　さらに、多官能アクリルウレタンオリゴマー誘導体を５質量％以上３０質量％以下と、
溶解性パラメーターが１０以下のエチレンオキサイド変性又はプロピレンオキサイド変性
のアクリルモノマーを１０質量％以上５０質量％以下と、をそれぞれ含むことを特徴とす
る請求項４～請求項６の何れか１項に記載の記録材料である。
【００２０】
　請求項８に係る発明は、
　前記溶解性パラメーターが１０以下のエチレンオキサイド変性又はプロピレンオキサイ
ド変性のアクリルモノマーが、ポリプロピレングリコール又はポリエチレングリコール成
分の何れかを含むポリエーテル変性多官能アクリルモノマーであることを特徴とする請求
項７に記載の記録材料である。
【００２１】
　請求項９に係る発明は、
　中間転写体と、前記中間転写体上に形成される硬化性溶液層と、前記中間転写体上に形
成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手段と、前記インク滴が付
与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性溶液層硬化性溶液層
を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前記記録媒体に前記硬
化性溶液層を転写する転写手段と、前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体
に、紫外線を照射する紫外線照射手段と、を有する記録装置における前記硬化性溶液層の
形成に用いられることを特徴とする請求項４～請求項８の何れか１項に記載の記録材料で
ある。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１及び３に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、記録媒体への優
れた転写効率を有する記録装置が提供される。
【００２４】
　請求項２に係る発明によれば、硬化性溶液層を構成する各成分を混合した混合液を中間
転写体上に塗布することにより、該硬化性溶液層が形成されていない場合に比べて、記録
媒体への優れた転写効率を有するという効果が顕著になる。
【００２５】
　請求項４に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、硬化性溶液層を構成す
る材料として用いる場合に、記録媒体への優れた転写効率を実現する記録材料が提供され
る。
【００２８】
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　請求項５に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、粒子によるインク潜像
固定が容易になり、界面活性剤が吸液成分のインク濡れ性を向上させる効果がある。
【００３０】
　請求項６に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、硬化性溶液層の塗膜欠
陥（ピンホール)を抑制するという効果がある。
【００３１】
　請求項７に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、硬化性溶液層間の相溶
性変化による相分離を抑制することができる。
【００３２】
　請求項８に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、硬化性溶液層で形成さ
れる塗膜の機械強度の低下・脆化を抑制することができる。
【００３３】
　請求項１に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、安定した画像保持が可
能となる。
【００３４】
　請求項１３に係る発明によれば、本構成を有さない場合に比べて、硬化性溶液層で形成
される塗膜の可撓性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本実施形態に係る記録装置の第一実施形態の一例を示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　本実施形態に係る記録装置の第一実施形態は、中間転写体と、前記中間転写体上に、吸
液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を含み、更に親水基／疎水基
バランス（ＨＬＢ）が８以上１８以下の紫外線硬化樹脂、及び親水基／疎水基バランスが
８以上１８以下の界面活性剤から選択される少なくとも何れかを含む記録材料を供給して
、硬化性溶液層を形成する硬化性溶液層形成手段と、前記中間転写体上に形成された前記
硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手段と、前記インク滴が付与された前記
硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬化性溶液層硬化性溶液層を前記中間転
写体から剥離することにより、前記中間転写媒体から前記記録媒体に前記硬化性溶液層を
転写する転写手段と、前記硬化性溶液層硬化性溶液層が転写された記録媒体に、紫外線を
照射する紫外線照射手段と、を有することを特徴とする。
【００３７】
　また、本実施形態に係る記録装置の第二実施形態は、中間転写体と、前記中間転写体上
に形成され、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を含み、更に
親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の紫外線硬化樹脂、及び親水基／疎水基バラン
スが８以上１８以下の界面活性剤から選択される少なくとも何れかを含む硬化性溶液層と
、前記中間転写体上に形成された前記硬化性溶液層に、インク滴を付与するインク付与手
段と、前記インク滴が付与された前記硬化性溶液層を記録媒体に接触させた後に、前記硬
化性溶液層硬化性溶液層を前記中間転写体から剥離することにより、前記中間転写媒体か
ら前記記録媒体に前記硬化性溶液層を転写する転写手段と、前記硬化性溶液層硬化性溶液
層が転写された記録媒体に、紫外線を照射する紫外線照射手段と、を有することを特徴と
する。
【００３８】
　一方、本実施形態に係る記録材料は、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化
する硬化材料を含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の紫外線硬化樹脂、
及び親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤から選択される少なくとも何
れかを含むことを特徴とする。
　但し、本実施形態では、吸液成分、及び紫外線を照射することにより硬化する硬化材料
を含み、更に親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤として、ポリプロピ
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レングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテル変性のアクリル、及び、ポ
リアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主鎖に含むジメチルシロキサン
界面活性剤を含む記録材料（硬化性溶液層）が適用される。
 
【００３９】
　本実施形態に係る記録装置の第一実施形態は、中間転写体上に本実施形態に係る記録材
料を供給して、硬化性溶液層を形成し（以降、前記硬化性溶液層が形成された中間転写体
を「中間転写媒体」という場合がある。）、これを用いて画像を形成する記録装置である
。
【００４０】
　また、本実施形態に係る記録装置の第二実施形態は、本実施形態に係る記録装置の第一
実施形態と同様の硬化性溶液層が形成された中間転写体（中間転写媒体）を用いて画像を
形成する記録装置である。本実施形態に係る記録装置の第二実施形態に用いられる中間転
写媒体において、硬化性溶液層を形成する方法としては、中間転写体上に塗布する方法が
挙げられる。
【００４１】
＜記録材料＞
　本実施形態に係る記録材料は、中間転写媒体を作製する際に用いられ、吸液成分、及び
紫外線を照射することにより硬化する硬化材料を含み、更に親水基／疎水基バランスが８
以上１８以下の紫外線硬化樹脂（以下、「高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂」という場合がある。
）、及び親水基／疎水基バランスが８以上１８以下の界面活性剤（以下、「高ＨＬＢ界面
活性剤」という場合がある。）から選択される少なくとも何れかを含む。ここで、親水基
／疎水基バランス（Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｅ－　Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ　Ｂａｒａｎｃｅ、以
下「ＨＬＢ」という場合がある。）は、以下の式（グリフィン法）により定義されている
。
・ＨＬＢ　＝　２０　×　（親水部の式量の総和／分子量）
【００４２】
　本実施形態に係る記録材料を用いて作製した中間転写媒体は、インク滴が付与され（イ
ンク付与工程）、中間転写体から前記硬化性溶液層を剥離し、前記記録媒体に前記硬化性
溶液層を転写し（転写工程）、紫外線を照射する（紫外線照射工程）ことにより画像が得
られる。
【００４３】
　前記中間転写媒体は、液体インクの溶媒である水を吸収し、かつ画像形成に必要な吸液
成分を硬化材料中に安定に分散かつ、表面露出させその表面物性を制御して急速に画像の
粘着固定が行なわれる。高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂、及び高ＨＬＢ界面活性剤から選択され
る少なくとも何れかを含むことにより、インク吸液能と記録媒体へ転写する際の粘度、転
写後の記録媒体への付着性及び転写性が上がる。その結果、前記中間転写媒体を用いてイ
ンクジェット画像記録を行うと、記録媒体への優れた転写効率を有し、更にエッジ拡がり
、画像埋まり、にじみがそれぞれ抑制された画像が得られる。
【００４４】
　また、ポリアクリル酸の塩（Ｎａ、Ｃａ、Ｋ塩など）等の吸液成分とＨＬＢの高い界面
活性剤等の硬化性溶液層を構成する成分を混合し、中間転写体上に塗布して、硬化性溶液
層を形成すると、吸液成分は表面に露出する。表面に露出した吸液成分は初期の画像形成
の際のインク吸液速度を上げ、かつ下層に存在する吸液成分に効率よく、インクを吸収さ
せるだけでなく、油性の紫外線硬化樹脂上においてもインク拡散を防ぎ、画像固定インク
濡れ性の保持を行なうため表面の水に対する接触角を制御させ、表面インク拡がりを抑制
する。その結果、本実施形態に係る中間転写媒体を用いてインクジェット画像記録を行う
と、記録媒体への優れた転写効率を有し、エッジ拡がり、画像埋まり、にじみがそれぞれ
抑制された画像が得られる、という効果が顕著になる。
【００４５】
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　本実施形態に係る記録材料は、紫外線硬化樹脂内に、吸液成分と、高ＨＬＢ界面活性剤
を含むことにより、水性インクの界面での浸透性を制御し、適度な画像固定能が得られる
が、従来のＷ／Ｏ（Ｗａｔｅｒ　ｉｎ　ｏｉｌ）系の界面活性剤ではＨＬＢが３．５以上
６以下程度で、中間転写体表面への濡れ性はあるものの、水性インクには撥水性が高く、
硬化材料、吸液成分を介しての表面からの浸透性に劣る。さらに疎水性紫外線硬化樹脂、
モノマー、プレポリマー間でのなじみが悪く、相分離か凝集して均一な分散性が取れにく
い。
【００４６】
　本実施形態に係る記録材料は、さらに高ＨＬＢ界面活性剤のＨＬＢを調製することによ
り、中間転写体表面の濡れ性と塗布表面のインク接液性の双方の機能を適度に調整でき、
例えば１１程度のＨＬＢをもつ紫外線硬化樹脂と、これより高いＨＬＢをもつ界面活性剤
を用いることにより、安定した塗布性とインク打滴後の界面での濡れ性・ひろがり・膜厚
変動が改善され、インク接液時の粒子への浸透性が向上する。その結果、前記中間転写媒
体を用いてインクジェット画像記録を行うと、記録媒体へ、潜像画質の優れた塗膜が効率
よく転写される。また、エッジ拡がり、画像埋まり、にじみについても抑制された画像が
得られる。
【００４７】
　ＨＬＢが８未満の界面活性剤を用いた場合、インク接液性はあるが、インク浸透・固定
に対する変動が大きく、シリコーン系界面活性剤のように印字界面の性質（親・疎水性）
の制御はまだ不充分で画質の変動が外部環境等に左右されやすい。
【００４８】
　また、高ＨＬＢ界面活性剤に、紫外線硬化モノマー等の紫外線を照射することにより硬
化する硬化材料と併用して用いた場合は、高い疎水性をもつベルト界面の塗布と付着性が
上がり、かつ硬化材料を単独使用した場合に比べその総配合量を抑えることができ、塗液
自体の粒子相溶性、粘性増加抑制、分散安定性が良好になる。１種以上のＨＬＢの異なる
界面活性剤の併用で、それぞれの粒子・紫外線硬化樹脂・モノマーの相溶性、ベルト界面
塗布親和性、インク接液時の濡れ性、浸透性が制御され、使い分けることにより、それぞ
れの界面での機能分離性を考慮した配合設計に対応する。
【００４９】
　塗布界面では表面張力の異なる水溶性インクと疎水性塗布表面でのインク打滴時のイン
ク侵入の浸透速度の制御と拡がりを調整し、画像保持（粘性塗膜上）能の安定化と記録媒
体に転写する際の潜像安定化、及び紫外線硬化する際の記録媒体上での画像固定に寄与す
る。
　一方、反応性のない界面活性剤のみでは紫外線硬化能はなく、画像固定及び保持に不利
であり、加圧転写時のにじみ画像ずれ、ｌｉｎｅ・ドットとの形成に障害があり、硬化材
料と併用することにより適度な安定性が維持される。更に転写時のベルト界面で硬化剥離
性が向上し、転写後の表面が粒子露出部がある場合は界面活性剤での吸湿性の低減による
高湿環境下の画像光沢の保持及び有利である。
【００５０】
　以上、高ＨＬＢ界面活性剤を硬化材料と併用して用いた場合の効果について述べたが、
の高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂を用いても、高ＨＬＢ界面活性剤を用いた場合と同様の効果が
得られる。また、高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂は、紫外線に対する反応性も有しているので、
印字表面付近の硬化材料および中間体界面の離型としての役割も有する。
【００５１】
　前記中間転写媒体は、紫外線による硬化材料の高速硬化性をもつ特徴を生かして、高速
化対応と吸液成分の液中分散による、トナーなどの粉体では取り扱い困難な粒子状態にお
ける印字でも高画質化され、従来の水性・油性インクジェットでは記録困難な非浸透メデ
アに対しても、表面性に優れ光沢のある高耐湿性の転写媒体が提供される。
　また、吸液成分を保持する紫外線硬化樹脂は粘着性を保持し、適度な表面インク濡れ性
をもつことによる潜像の保持、転写までの画像劣化を抑え、かつ硬化による剥離転写性、
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クリーニング性も効率が向上し、残留粘着性半硬化量品の量の低減も、紫外線による硬化
材料の再硬化によるブレード・ブラシ等のクリーニング工程での効率も向上する。
【００５２】
　離型性の優れる紫外線硬化材料においてはシリコーン変性モノマー類・界面活性剤を併
用して、官能基数の少ない、長鎖アルキルレン、またはエチレン－ポリプロピレングリコ
ール、ポリブタジエン・ヘキサメチレン基等のかとう性を側鎖・または主鎖にもつモノマ
ーにイソシアネート類を反応させて柔軟性の優れるウレタンユニットをもつアクリル酸エ
ステル、ポリエステルやポリオーテル系、ポリアセタール系などの光重合性オリゴマーと
プリブレンドさせて使用してもよく、画像の収縮を防ぎ、インク吸液性が制御される。
【００５３】
　紫外線硬化インクを用いた印刷による画像形成の際には硬化性溶液層（にじみ防止、撥
水性制御）に紫外線硬化インクを打ち込み、さらに良好な表面性を付与するために界面活
性剤による表面処理コート（印字も含む）により、画像固定・印字・光沢、良好な表面性
付与などを機能分離する方法に比べ、単独層中にこれらの機能を複合化させ、安定した画
質保持を水性インクで対応し、大幅な高速吸液対応と画像固定に寄与する。
【００５４】
　吸液成分の分散安定性おいては界面活性剤として親水性ユニットと疎水性ユニットによ
りＨＬＢ値を制御した界面活性剤分散材等の使用しさらに高分子型界面活性剤、脂肪酸エ
ステル、アルキルアミン類などのＨＬＢの異なるものにこれに分散性、相溶性の優れる希
釈剤等を添加により露出粒子上でのインク固定、広がりにムラが無く、インク吸液速度の
向上、さらにインク濡れ性の保持、粒子分散状態の経時変化防止、塗布膜厚の安定化、親
・疎水性のバランス調整を行い潜像形成時の安定性した吸液性を維持される。
【００５５】
　吸液成分の表面の、静電的、酸－塩基相互作用、溶解性パラメータの異なる希釈剤との
相溶性を上げるため、ＨＬＢの調整によりさらに紫外線硬化樹脂分散性・相溶性を向上さ
せ、低濃度でも充分な分散安定性を保持し、かつ画像保持を安定化する。
【００５６】
　さらに粒径に応じた界面活性剤の最適量をその表面をカバーするに充分な添加量を保持
し、表面を親水化または疎水化させることにより、紫外線硬化樹脂媒体の相溶性、希釈剤
への膨潤性を制御し、かつ粒子沈降性を抑え、長期にわたり塗液の安定した粒子濃度・粘
度の維持と塗工時の安定した膜厚と塗膜強度が得られる。
【００５７】
　吸液成分の分散に用いられる分散剤としてはシリコーン系界面活性剤で高分子分散剤と
しては側鎖等に親水部（ＥＯ）ｍと疎水部（ＰＯ）ｎを有する重合体（ｍ、ｎは繰り返し
数）が好適で、分子量によりそのかとう性と界面での密着性が調整され、これに両末端及
び側鎖端部にアクリル変性したＵＶ反応性モノマーなどを使用してもよい。
【００５８】
　後述するように中間転写媒体の硬化性溶液層に用いた場合、吸液成分は部分的に表面に
粒子が露出されてもよく、水性インクを効率よく吸収させるために、露出面積は１％以上
１００％以下が好ましく、３０％以上８０％以下であることがより好ましい。つまり吸液
成分は硬化性溶液層の中部または下層に位置している部分があってもよい。水性インクで
は該露出部よりインクが表面より浸透してゆく１次吸液工程と吸液成分内に２次吸液して
膨潤浸透してゆく工程を含んでもよい。一方、積層して吸液成分が重なる場合には印字に
よる吸液成分の膨潤が大きくなり印字による解像度低下、にじみ、劣化しやすくなる場合
がある。また記録媒体への硬化性溶液層の加圧転写による効率も低下し、剥離しにくくな
る。
【００５９】
　次に、本実施形態に係る記録材料に含まれる各成分について説明する。
　前記硬化材料は、紫外線を照射することにより硬化するものである。例えば、アクリル
樹脂、メタクリル樹脂、ウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、マレイミド樹脂、エポキシ樹
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脂、オキセタン樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリビニルエーテル樹脂などが挙げられる。ま
た、紫外線硬化性のモノマー、紫外線硬化性のマクロマー、紫外線硬化性のオリゴマー、
及び紫外線硬化性のプレポリマーも挙げられる。
【００６０】
　ここで、紫外線硬化性のモノマーとしては、例えば、アルコール／多価アルコール／ア
ミノアルコール類のアクリル酸エステル、アルコール／多価アルコール類のメタクリル酸
エステル、アクリル脂肪族アミド、アクリル脂環アミド、アクリル芳香族アミド類等のラ
ジカル硬化性材料；エポキシモノマー、オキセタンモノマー、ビニルエーテルモノマー等
のカチオン硬化性材料；などが挙げられる。上記紫外線硬化性のマクロマー、紫外線硬化
性のオリゴマー、紫外線硬化性のプレポリマーとしては、これらモノマーを重合させたも
のの他、エポキシ、ウレタン、ポリエステル、ポリエーテル骨格に、アクリロイル基やメ
タクリロイル基の付加した、エポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、ポリエステ
ルアクリレート、ポリエーテルアクリレート、ウレタンメタクリレート、ポリエステルメ
タクリレート等のラジカル硬化性材料が挙げられる。
【００６１】
　硬化反応がラジカル反応により進行するタイプである場合、紫外線重合開始剤と併用し
て用いられ、例えば、ベンゾフェノン、チオキサントン系、ベンジルジメチルケタール、
α-ヒドロキシケトン、α-ヒドロキシアルキルフェノン、 α-アミノケトン、α-アミノ
アルキルフェノン、モノアシルフォスフィンオキサイド、ビスアシルフォスフィンオキサ
イド、ヒドロキシベンゾフェノン、アミノベンゾフェノン、チタノセン型、オキシムエス
テル型、オキシフェニル酢酸エステル型などが挙げられる。
【００６２】
　また硬化反応がカチオン反応により進行するタイプである場合、併用して用いる紫外線
重合開始剤としては、例えば、アリールスルホニウム塩、アリールジアゾニウム塩、ジア
リールヨードニウム塩、トリアリールスルホニウム塩、アレン-イオン錯体誘導体、トリ
アジン系開始剤等が挙げられる。
【００６３】
　前記吸液成分は、インク液体を吸収するもので、吸液成分とインクを重量比３０：１０
０で２４時間混合した後、混合液中からフィルターにより吸液成分を取り出した時、吸液
成分の重量がインク混合前に対して５％以上増加するものである。
　吸液成分は画像形成上、紫外線硬化樹脂に分散混合して使用し、樹脂相溶性の少ない粒
子が好ましい。吸液成分としては、酸塩基性の異なる４級塩構造をモノマーに有するポリ
メタアクリル樹脂またはマレイン酸及びその架橋共重合体、ポリメタアクリル酸エステル
樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリアクリルアミド樹脂、ポリビニルピロリドン樹脂
等の架橋共重合体、リグニン、セルロース等の天然材料が挙げられる。
【００６４】
　また、後述するインクが水性インクの場合には、カルボン酸及びその塩類形成して未架
橋でも架橋されていてもよく、架橋による膨潤性の制御、中空化及び多孔化によるインク
吸収する表面積を増加させるなどの方法を用いてもよい。水性インクでアルボン酸、もし
くはＮａ、Ｋ等の中和塩を使用することでインク吸液性は向上するため好ましい。
【００６５】
　前記吸液成分は懸濁重合、エマルション重合、溶液重合などにより作製され、そのまま
の形状での使用や、ボールミルやサンドミル、凍結粉砕、スプレードライなどによる粉砕
工程、溶剤による再沈降による方法等で、粒径を２０μｍ以下にすることが好ましく、１
０μｍ以下にすることがより好ましく、０．１μｍ以上５μｍ以下にすることが画像解像
度・ラインエッジ再現性・ドット形成保持安定性などの画質上の点で更に好ましい。
【００６６】
　吸液成分の粒径・およびその分布は硬化性溶液層中に配合量と膨潤性に依存して、樹脂
量に対して１０質量％以上１００質量％以下配合させることが好ましく、２０質量％以上
から５０質量％以下配合させることがより好ましい。また、中心粒径を０．１μｍ以上１
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０μｍ以下が好ましく、１μｍ以上５μｍ以下がより好ましく、粒度分布が小さいことが
好ましい。更に多色・混色の抑制に寄与する界面活性剤を用いることにより、ムラ・にじ
み・色ずれのない画像が得られ、ラインエッジ部の真直度、ドットの形状安定性が向上す
る。
【００６７】
　高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂としては、アクリル酸エステル、アルコール・多価アルコール
類のメタクリル酸エステルモノマーやウレタンアクリレート、ポリエステルアクリレート
、エポキシアクリレート、ポリエーテルアクリレート、変性ポリオールアクリレート等前
駆体、オリゴマー類でラジカル反応性で粘度の異なるモノアクリレートモノマー、反応性
ポリアクリレート前駆体で希釈、混合調整した液粘度を調整し、該吸液成分との相溶性も
改善されることが好ましい。
【００６８】
　また、硬化性溶液層に含まれる硬化材料は、シリコーン変性されているシリコーン化合
物であることが好ましい。
【００６９】
　前記高ＨＬＢ界面活性剤としては、シリコーン系界面活性剤であることが好ましく、ｏ
／ｗ（Ｏｉｌ　ｉｎ　ｗａｔｅｒ）タイプの疎水性紫外線硬化樹脂媒体中でのインク保持
性・紫外線硬化樹脂界面での界面活性効果に寄与するアルコキシ変性シリコーン、アルキ
ル・アルコキシ変性シリコーンポリカプロラクトン変性シリコ－ン、アルキルフェエウポ
リエーテル変性シリコーン、直鎖乗ポリエーテル変性シリコーンなどの疎水基がジメイル
ポリシロキサン、親水基がポリオキシアルキレンから構成される非イオン系界面活性剤及
びこれらの側鎖・主鎖にアクリル基またはメタクリル基等の光反応性基を結合したものを
用いてもよい。
【００７０】
　また、シリコーン系界面活性剤以外の高ＨＬＢ値界面活性剤を使用してもよく、ポリオ
キシエチレンノニルフェニルエーテルポリオキシエチレンククチルフェニルエーテル、ポ
リオキシエチレンドデシルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキル・アリルエー
テルやポリオキシエチレンアルキルエーテルポリオキシエチレンオレイン酸エステル類、
さらにポリエチレングリコールラウリルエーテル、ポリエチレングリコールドデシルエー
テル、ポリエチレングリコールスイテアリルエーテル、ポリエチレングリコールセチルエ
ーテル、ポリエチレングリコールオレイルエーテル、ポリエチレングリコールアルキルエ
ーテル、及びポリエチレングリコールモノラウレートポリエチレングリコールモノステア
レートポリエチレングリコールモノオレエート等が挙げられる。
【００７１】
　反応性基としてはラジカル重合性のアクリル、プロペニル基、メタクリル基などを疎水
基側やポリエーテル基末端に配した１から多官能のアクリル誘導体を用いて、インク界面
の固化、および画像固定に有効に利用でき、ベルト界面では転写・固化により、光定着と
もに剥離されるようになり、用紙上に転写・定着される機能を有する。
【００７２】
　以上、高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂及び高ＨＬＢ界面活性剤について説明したが、高ＨＬＢ
界面活性剤は、前記硬化材料と併用して用いるものであり、高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂は、
硬化材料としての機能も有する。
【００７３】
　本実施形態においては、前記紫外線硬化樹脂がシリコーン系紫外線硬化性樹脂であり、
前記界面活性剤がシリコーン系界面活性剤であることが好ましい。
　また、前記シリコーン系紫外線硬化性樹脂以外の紫外線硬化樹脂を含むことも好ましい
。
【００７４】
　前記硬化材料１００質量部に対する吸液成分の含有量が１０質量部以上１００質量部以
下（２０質量部以上５０質量部以下がより好ましい。）であることが好ましく、前記高Ｈ
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ＬＢ紫外線硬化樹脂及び前記高ＨＬＢ界面活性剤の合計含有量が０．０１質量部以上３０
質量部以下（０．１質量部以上１０質量部以下がより好ましい。）であることがより好ま
しい。
【００７５】
　また、前記高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂及び前記高ＨＬＢ界面活性剤の２５℃における粘度
が８ｍＰａｓ以上１８ｍＰａｓ以下であることが好ましく、１０ｍＰａｓ以上２０００ｍ
Ｐａｓ以下であることがより好ましく、５０ｍＰａｓ以上１５００ｍＰａｓ以下であるこ
とが更に好ましく、５０ｍＰａｓ以上１０００ｍＰａｓ以下であることが特に好ましい。
ＨＬＢが８未満であると、中間転写体界面での濡れ性を上げられず、１８を超えると、水
性インクの濡れ性が上がるが、吸液成分の膨潤性が上がり、吸液成分自体の相溶性が増す
ことにより、塗布膜厚の制御や塗布性、表面性などが悪化する場合がある。ここで、高Ｈ
ＬＢ紫外線硬化樹脂及び高ＨＬＢ界面活性剤の粘度は、２３℃において、ＨＡＡＫＥ）製
モジュール型粘度計で一定せん断速度（１０－１ｓ）にして安定した粘度を測定する。
【００７６】
　また、前記硬化材料を用いずに、前記高ＨＬＢ界面活性剤のみを用いた場合には、イン
ク濡れ性と界面での塗布性を両立するため中程度のＨＬＢ（１０以上１４以下）のもので
活用される一方、未反応性では転写時のインクにじみ・カラーレジストレーションの影響
を受けやすく、硬化材料と共に用いた方が効果的である。
【００７７】
　また、ＨＬＢが高いと、高ｓｐ値（溶解性パラメーター）のモノマー類とは親和性を持
ち、かつ界面での相分離を抑制させ、インクの濡れ性を保持しつつ、表面（塗布面）のレ
ベリング性、粒子界面の凝集性を保持しつつ、分散安定性に寄与している。
　更に、印字界面の偏在による耐湿性の向上と画像光沢性の保持、さらに転写時のインク
の拡がりを制御し、安定した画質濃度の調整がされる。
【００７８】
　前記高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂及び前記高ＨＬＢ界面活性剤は、単独で用いても、併用し
て用いてもよいが、併用して用いる場合、像流れの発生が抑制される点で、高ＨＬＢ紫外
線硬化樹脂の使用量が高ＨＬＢ界面活性剤の使用量よりも多いことが好ましい。具体的に
は、（高ＨＬＢ紫外線硬化樹脂／高ＨＬＢ界面活性剤×１００）が０．１質量％以上３０
質量％以下であることが好ましく、１質量％以上１０質量％以下であることがより好まし
い。
【００７９】
　また、硬化性溶液層における硬化材料と吸液成分と使用量の比率（硬化材料：吸液成分
、質量比）は、５：９５乃至９５：５が好ましく、２０：８０乃至８０：２０がより好ま
しい。
　さらに、高ＨＬＢ界面活性剤の使用量は吸液成分に対し、０．０１質量％以上２０質量
％以下が好ましく、０．１質量％以上５質量％であることがより好ましい。
【００８０】
　前記硬化性溶液層は、印字塗膜のかとう性・接着性・耐光性・折り曲げ耐性の点で、紫
外線硬化型ウレタンアクリル樹脂を含んでいることが好ましい。該紫外線硬化型ウレタン
アクリル樹脂としては、ポリエーテル、アルキル基、フェニル基、シアヌール酸誘導体か
ら選択される誘導体を１種以上含む、単官能又は多官能アクリルウレタン樹脂が挙げられ
、これらの硬化性溶液層における含有量は、１質量％以上５０質量％以下が好ましい。
【００８１】
　前記硬化性溶液層は接着性・吸湿性の優れたエチレンオキレイド部分とかとう性・柔軟
性と疎水性の調整能を併せ持つポリプロピレン部分でＨＬＢ性能をその分子量で制御して
いる点で、側鎖型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサ
ン界面活性剤を０．１質量％以上３０質量％以下、多官能アクリルウレタンオリゴマー誘
導体を５質量％以上３０質量％以下、溶解性パラメーターが１０以下のエチレンオキサイ
ド変性又はプロピレンオキサイド変性のアクリルモノマーを１０質量％以上５０質量％以
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下、それぞれ含むことが好ましい。
【００８２】
　前記溶解性パラメーターが１０以下（８以上９．５以下がより好ましい。）のエチレン
オキサイド変性又はプロピレンオキサイド変性のアクリルモノマーとしては、ポリプロピ
レングリコール、ポリエチレングリコール成分を含むポリエーテル変性多官能アクリルモ
ノマーが挙げられる。ここで、溶解性パラメーターはＦｅｄｏｒｓによる化学構造式から
算出して求められる。
【００８３】
　前記前記側鎖型エチレンオキサイド及びプロピレンオキサイド変性のジメチルシロキサ
ン界面活性剤が、ポリプロピレングリコール変性又はポリエチレングリコールポリエーテ
ル変性のアクリル、及び、ポリアルキレン変性アクリルから選ばれる何れかを側鎖又は主
鎖に含むジメチルシロキサン成分であることが好ましい。
【００８４】
　本実施形態に係る記録装置の第二実施形態に用いられる中間転写媒体において、本実施
形態に係る記録材料を塗布して、硬化性溶液層を形成する方法としては、一般的な塗布方
法により形成されるが、中でも塗布層がムラ無く、薄く形成される、層形成速度が速い点
から、ロール塗布、ギャップ塗布、ベルト塗布、ウエブ塗布、ディップ塗布、ブレード塗
布など粘度、膜厚、製膜状態に合わせる。
【００８５】
　また、本実施形態に係る記録材料を用いて形成された硬化性溶液層の厚みは、３μｍ以
上１００μｍ以下が好ましく、５μｍ以上２０μｍ以下がより好ましい。
　一方、硬化性溶液層形成用溶液の粘度は、１００ｍＰｓ以上３００００ｍＰｓ以下が好
ましく、１００ｍＰｓ以上１５００ｍＰｓ以下がより好ましい。ここで、硬化性溶液層形
成用溶液の粘度は、２３℃において、モジュール型粘度・粘弾性測定装置（ＨＡＡＡＫＥ
社製ＭＡＲＳＩＩ）を用いて測定した。
【００８６】
（中間転写体）
　前記中間転写体は円筒状でもベルト状でもよい。また、中間転写体から硬化性溶液層が
剥離しやすくなる（記録媒体への効率的な転写）点、また、転写膜の表面状態の環境変化
の影響を受けにくく経時安定化がはかれ、また、硬化性溶液層が硬化性の速い材料構成で
構成することで、転写時の高速転写が容易になる点で、中間転写体表面は離型性を有して
いることが好ましい。離型性を有するための方法としては、（１）中間転写体の素材を離
型性がいいものにする。（２）離型性が向上する外添剤を添加する。（３）中間体上の予
め離型層を塗布させておく等の方法が挙げられる。
【００８７】
　（１）の方法では、用いる中間転写体の素材として、テトラフルオロエチレン－エチレ
ン共重合体、ポリビニリデンフルオライド、テトラフルオロエチレン・パーフルオロアル
キルビニルエーテル共重合体、テトラフルオロエチレン・ヘキサフルオロプロピレン共重
合体等のフッ素樹脂や、シリコーンゴム、フルオロシリコーンゴム、フェニルシリコーン
ゴム等が挙げられる。
【００８８】
　具体的には、中間転写体が円筒状である場合、アルミやステンレスの外周面に半導電性
（２５℃における体積抵抗が１０８Ω・ｃｍ以上１０１３Ω・ｃｍ以下）の粒子保持層を
形成してもよい。
　また、中間転写体がベルト状である場合、記録装置内におけるベルト回転駆動し、必要
な機械強度を持ち、転写／定着する際に熱を使用する場合には、必要な耐熱性を持つもの
であれば良く、ポリイミド、ポリアミドイミド、アラミド樹脂、ポリエチレンテレフタレ
ート、ポリエステル、ポリエーテルサルフォン、ステンレス等が挙げられる。
【００８９】
　(2)の方法において、外添剤としては、Ｓｉ系オイル　／フッソ系オイル　／炭化水素
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系・ポリアルキレングリコール／脂肪酸エステル／フェニルエーテル／リン酸エステルな
どが挙げられ、Ｓｉオイル変性モノマー／フッソ系オイル変性モノマー／ＰＰ　ｏｒＰＥ
基を含む反応性モノマー類が好ましい。
【００９０】
　また、中間転写体表面層に、低表面エネルギー化する剥離剤塗布工程を設けてもよい（
シリコーン系オイル、フッソ系オイル、炭化水素系・ポリアルキレングリコール／脂肪酸
エステル、フェニルエーテル、リン酸エステルなどが挙げられ、シリコーンオイル変性モ
ノマー、フッソ系オイル変性モノマー、プロピレン基又はエチレン基を含む反応性モノマ
ー類が好ましい。
【００９１】
＜記録材料＞
　先ず、本実施形態に係る記録装置の第一実施形態について図面を参照しつつ説明する。
　図１は、本実施形態に係る記録装置の第一実施形態の一例を示す概略構成図である。図
１に示す記録装置１０１は、例えば、無端ベルト状の中間転写ベルト（中間転写体）１０
の周囲に、中間転写ベルト１０の移動方向（矢印方向）における上流側から順に、中間転
写ベルト１０上にインク受像用の硬化性溶液（本実施形態に係る記録材料）１２Ａを供給
し、硬化性溶液層（既述の硬化性溶液層）１２Ｂを形成して、中間転写媒体を製造する溶
液供給装置（硬化性溶液層形成手段）１２、中間転写ベルト１０上に形成された受像層１
２Ｂにインク滴１４Ａを付与し画像Ｔを形成するインクジェット記録ヘッド１４（インク
付与手段）、画像Ｔが形成された受像層１２Ｂを記録媒体Ｐに接触させ圧力を加えること
により画像Ｔが形成された受像層１２Ｂを記録媒体Ｐ上に転写する転写装置１６（転写手
段）、及び中間転写ベルト１０表面に残留する受像層１２Ｂの残留物や付着した異物（記
録媒体Ｐの紙粉等）等を除去するクリーニング装置２０が配置されている。
【００９２】
　また、転写装置１６よりもさらに記録媒体Ｐの進行方向下流側には、記録媒体Ｐに転写
された硬化性溶液層１２Ｂをさらに硬化させることにより受像層１２Ｂを記録媒体Ｐに定
着させる紫外線照射装置１８が配置されている。
【００９３】
　中間転写ベルト１０は、例えば、３つの支持ロール１０Ａから１０Ｂ、及び加圧ロール
１６Ｂ（転写装置１６）により内周面側から張力を掛けつつ回転するように支持されて配
設されている。また中間転写ベルト１０は、記録媒体Ｐの幅と同等又はそれ以上の幅（軸
方向長さ）を有している。
【００９４】
　溶液供給装置１２は、例えば、インク受像用の硬化性溶液１２Ａ（以下、「硬化性溶液
１２Ａ」と略す場合がある）を収納する筐体１２Ｃ内に、当該硬化性溶液１２Ａを中間転
写ベルト１０へ供給する供給ロール１２Ｄと、供給された硬化性溶液１２Ａにより形成さ
れた受像層１２Ｂの層厚を規定するブレード１２Ｅと、を含んで構成されている。
【００９５】
　溶液供給装置１２は、その供給ローラ１２Ｄが中間転写ベルト１０に連続的に接触する
ようにしてもよいし、中間転写ベルト１０から離間する構成としてもよい。また、溶液供
給装置１２は、独立した溶液供給システム（図示せず）より硬化性溶液１２Ａを筐体１２
Ｃへ供給させ、硬化性溶液１２Ａの供給がとぎれないようにしてもよい。硬化性溶液１２
Ａの詳細については後述する。
【００９６】
　溶液供給装置１２は、上記構成に限られず、公知の供給法（塗布法：例えば、バーコー
ター塗布、スプレー方式の塗布、インクジェット方式の塗布、エアーナイフ方式の塗布、
ブレード方式の塗布、ロール方式の塗布等）などを利用した装置が適用される。
【００９７】
　インクジェット記録ヘッド１４は、例えば、中間転写ベルト１０の移動方向上流側から
、ブラックインクを付与するための記録ヘッド１４Ｋと、シアンインクを付与するための
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記録ヘッド１４Ｃと、マゼンタインクを付与するための記録ヘッド１４Ｍと、イエローイ
ンクを付与するための記録ヘッド１４Ｙと、の各色の記録ヘッドを含んで構成されている
。無論、記録ヘッド１４の構成は上記構成に限られず、例えば、記録ヘッド１４Ｋのみで
構成してもよいし、記録ヘッド１４Ｃ、記録ヘッド１４Ｍ、及び記録ヘッド１４Ｙのみで
構成してもよい。
【００９８】
　各記録ヘッド１４は、張力が掛けられて回転支持された中間転写ベルト１０における非
屈曲領域上で、且つ中間転写ベルト１０表面と記録ヘッド１４のノズル面との距離が例え
ば０．７から１．５ｍｍにして配置されている。
【００９９】
　また、各記録ヘッド１４は、例えば、記録媒体Ｐの幅と同等又はそれ以上の幅を持つラ
イン型インクジェット記録ヘッドが好ましいが、従来のスキャン型のインクジェット記録
ヘッドを用いてもよい。
　各記録ヘッド１４のインク付与方式は、圧電素子駆動型、発熱素子駆動型等、インク付
与される方式であれば制限はない。なお、インクの詳細については後述する。
【０１００】
　転写装置１６は、以下のように構成されている。具体的には、例えば、加圧ロール１６
Ｂにより中間転写ベルト１０を張架し、非屈曲領域を形成している。中間転写ベルト１０
の非屈曲領域において、加圧ロール１６Ｂに対向する位置には、記録媒体Ｐを支持する支
持体２２が設けられている。また、加圧ロール１６Ａは、中間転写ベルト１０の加圧ロー
ル１６Ｂと対向する位置に配置され、支持体２２に設けられた開口部（図示せず）を通し
て記録媒体Ｐに接触する。
【０１０１】
　また紫外線照射装置１８は、中間転写ベルト１０の外側で、記録媒体Ｐの硬化性溶液層
１２Ｂが転写された面と対向する位置に設けられ、中間転写ベルト１０から剥離された硬
化性溶液層１２Ｂに直接紫外線等を照射する。
【０１０２】
　ここで、紫外線照射装置１８としては、例えば、メタルハライドランプ、高圧水銀灯、
超高圧水銀灯、デイープ紫外線ランプ、マイクロ波を用い外部から無電極で水銀灯を励起
するランプ、紫外線レーザー、キセノンランプ、ＵＶ－ＬＥＤ（紫外線発光ダイオード）
などが適用される。
【０１０３】
　記録媒体Ｐとしては、浸透媒体（例えば、普通紙や、コート紙等）、非浸透媒体（例え
ば、アート紙、樹脂フィルムなど）、いずれも適用される。記録媒体Ｐは、これらに限ら
れず、その他、半導体基板など工業製品も含まれる。
【０１０４】
　以下、記録装置１０１の画像記録プロセスにつき、説明する。
　記録装置１０１では、中間転写ベルト１０が回転駆動され、まず、溶液供給装置１２に
より、中間転写ベルト１０表面に硬化性溶液１２Ａを供給して、受像層（硬化性溶液層）
１２Ｂを形成する。
【０１０５】
　また、例えば、受像層１２Ｂの厚みをインク滴１４Ａが受像層１２Ｂの最下層まで到達
しない程度とすれば、記録媒体Ｐへの転写後では受像層１２Ｂのうちインク滴１４Ａが存
在する領域が露出せず、インク滴１４Ａが存在しない領域が硬化後には保護層として機能
する。
【０１０６】
　次に、インクジェット記録ヘッド１４によりインク滴１４Ａを付与し、中間転写ベルト
１０上に供給された受像層１２Ｂに当該インク滴１４Ａを付与する。インクジェット記録
ヘッド１４は画像情報に基づき、受像層１２Ｂにインク滴１４Ａを付与する。
【０１０７】



(16) JP 4849147 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

　この際、インクジェット記録ヘッド１４によるインク滴１４Ａの付与は、張力が掛けら
れて回転支持された中間転写ベルト１０における非屈曲領域上で行われる。つまり、ベル
ト表面がたわみのない状態で受像層１２Ｂにインク滴１４Ａの付与がなされる。
【０１０８】
　加圧ロール１６Ａ及び１６Ｂによって硬化性溶液層１２Ｂに加えられる圧力は、転写効
率の向上及び画像乱れの抑制といった観点から、０．００１ＭＰａ以上２ＭＰａ以下の範
囲とすることが好ましい。
【０１０９】
　次に、剥離位置において受像層１２Ｂが中間転写ベルト１０から剥離されることにより
、インク滴１４Ａによる画像Ｔが含まれる硬化性樹脂層（画像層）が記録媒体Ｐに形成さ
れる。
【０１１０】
　次に、中間転写ベルト１０から剥離された記録媒体Ｐ上の硬化性溶液層１２Ｂは、紫外
線照射装置１８により、記録媒体Ｐとは接していない面に直接紫外線等が照射され、さら
に硬化することにより記録媒体Ｐに定着する。
【０１１１】
　一方、受像層１２Ｂが記録媒体Ｐへ転写された後の中間転写ベルト１０表面に残った硬
化性溶液層１２Ｂの残留物や異物は、クリーニング装置２０により除去される。
　以上のようにして、本実施形態に係る記録装置１０１では、画像記録が行われる。
【０１１２】
　以下、本実施形態に用いられるインク滴１４Ａに含まれるインクの詳細について説明す
る。
【０１１３】
　インクとしては、溶媒として水性溶媒を含む水性インク、溶媒として油性溶媒を含む油
性インクが挙げられる。本実施形態においては、水性インク又は油性インクを用い、記録
媒体として非浸透媒体を用いた場合でも、ヒーター等により溶媒を揮発させることなく良
い画像定着性が得られる。また、インクとしては、紫外線硬化型インクも使用される。紫
外線硬化型インクを用いることにより、耐久性の高い画像が形成される。
【０１１４】
　水性インクとしては、例えば、記録材として水溶性染料又は顔料を水性溶媒に分散又は
溶解したインクが挙げられる。また、油性インクとしては、例えば、記録材として油溶性
染料を油性溶媒に溶解したインク、記録材として染料又は顔料を逆ミセル化して分散した
インクが挙げられる。
【０１１５】
　油性インクを用いる場合は、低揮発性又は不揮発性（沸点が８０℃以上）の溶媒を用い
た油性インクを用いることが好ましい。油性インクの溶媒が低揮発性又は不揮発性である
ことにより、ヘッドノズル端部において、溶媒揮発によるインク状態変化が起きにくいた
め、ヘッドノズル耐目詰まり性が良い。また油性インクの溶媒が低揮発性又は不揮発性で
あることにより、インク滴を受容した受像層が記録媒体に転写された後に、油性インクの
溶媒が記録媒体に浸透しても、カール・カックルが生じにくい。さらに油性インクの溶媒
は、カチオン硬化性のものであってもよい。
【０１１６】
　本実施形態においては、インクとして水性インクを用いることが好ましい。この場合、
上記硬化性溶液層１２Ｂに含まれる吸液成分としては、吸水材料を用いることが好ましい
。
【０１１７】
　まず、記録材について説明する。記録材としては、主に色材が挙げられる。色材として
は、染料、顔料のいずれも用いられるが、耐久性の点で顔料であること好ましい。顔料と
しては有機顔料、無機顔料のいずれも使用でき、黒色顔料ではファーネスブラック、ラン
プブラック、アセチレンブラック、チャンネルブラック等のカーボンブラック顔料等が挙



(17) JP 4849147 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

げられる。黒色とシアン、マゼンタ、イエローの３原色顔料のほか、赤、緑、青、茶、白
等の特定色顔料や、金、銀色等の金属光沢顔料、無色又は淡色の体質顔料、プラスチック
ピグメント等を使用してもよい。また、本発明のために、新規に合成した顔料でも構わな
い。
【０１１８】
　また、シリカ、アルミナ、又は、ポリマービード等をコアとして、その表面に染料又は
顔料を固着させた粒子、染料の不溶レーキ化物、着色エマルション、着色ラテックス等を
顔料として使用する方法もある。
【０１１９】
　黒色顔料の具体例としては、Ｒａｖｅｎ７０００，Ｒａｖｅｎ５７５０，Ｒａｖｅｎ５
２５０，Ｒａｖｅｎ５０００　ＵＬＴＲＡＩＩ，Ｒａｖｅｎ　３５００，Ｒａｖｅｎ２０
００，Ｒａｖｅｎ１５００，Ｒａｖｅｎ１２５０，Ｒａｖｅｎ１２００，Ｒａｖｅｎ１１
９０　ＵＬＴＲＡＩＩ，Ｒａｖｅｎ１１７０，Ｒａｖｅｎ１２５５，Ｒａｖｅｎ１０８０
，Ｒａｖｅｎ１０６０（以上コロンビアン・カーボン社製）、Ｒｅｇａｌ４００Ｒ，Ｒｅ
ｇａｌ３３０Ｒ，Ｒｅｇａｌ６６０Ｒ，Ｍｏｇｕｌ　Ｌ，Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ　Ｌ
，Ｍｏｎａｒｃｈ　７００，Ｍｏｎａｒｃｈ　８００，Ｍｏｎａｒｃｈ　８８０，Ｍｏｎ
ａｒｃｈ　９００，Ｍｏｎａｒｃｈ　１０００，Ｍｏｎａｒｃｈ　１１００，Ｍｏｎａｒ
ｃｈ　１３００，Ｍｏｎａｒｃｈ　１４００（以上キャボット社製）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌ
ａｃｋ　ＦＷ１，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２Ｖ
，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　１８，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２００，Ｃｏｌｏｒ　
Ｂｌａｃｋ　Ｓ１５０，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１６０，Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　
Ｓ１７０，Ｐｒｉｎｔｅｘ３５，Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｕ，Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｖ，Ｐｒｉｎｔ
ｅｘ１４０Ｕ，Ｐｒｉｎｔｅｘ１４０Ｖ，Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　６，Ｓｐｅｃｉ
ａｌ　Ｂｌａｃｋ　５，Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４Ａ，Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃ
ｋ４（以上デグッサ社製）、Ｎｏ．２５，Ｎｏ．３３，Ｎｏ．４０，Ｎｏ．４７，Ｎｏ．
５２，Ｎｏ．９００，Ｎｏ．２３００，ＭＣＦ－８８，ＭＡ６００，ＭＡ７，ＭＡ８，Ｍ
Ａ１００（以上三菱化学社製）等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【０１２０】
　シアン色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ－１，－２，－３
，－１５，－１５：１，－１５：２，－１５：３，－１５：４，－１６，－２２，－６０
等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【０１２１】
　マゼンタ色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ－５，－７，－１
２，－４８，－４８：１，－５７，－１１２，－１２２，－１２３，－１４６，－１６８
，－１７７，－１８４，－２０２，　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　－１９等
が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【０１２２】
　黄色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ－１，－２，－３
，－１２，－１３，－１４，－１６，－１７，－７３，－７４，－７５，－８３，－９３
，－９５，－９７，－９８，－１１４，－１２８，－１２９，－１３８，－１５１，－１
５４，－１８０等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【０１２３】
　ここで、色材として顔料を使用した場合には、併せて顔料分散剤を用いることが好まし
い。使用される顔料分散剤としては、高分子分散剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性
界面活性剤、両性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤等が挙げられる。
【０１２４】
　高分子分散剤としては、親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体が好適に用いら
れる。親水性構造部と疎水性構造部とを有する重合体としては、縮合系重合体と付加重合
体とが使用される。縮合系重合体としては、公知のポリエステル系分散剤が挙げられる。
付加重合体としては、α，β－エチレン性不飽和基を有する単量体の付加重合体が挙げら



(18) JP 4849147 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

れる。親水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体と疎水基を有するα，
β－エチレン性不飽和基を有する単量体を組み合わせて共重合することにより目的の高分
子分散剤が得られる。また、親水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体
の単独重合体も用いられる。
【０１２５】
　親水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体としては、カルボキシル基
、スルホン酸基、水酸基、りん酸基等を有する単量体、例えば、アクリル酸、メタクリル
酸、クロトン酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル、マレイン酸、マレイン酸モノエ
ステル、フマル酸、フマル酸モノエステル、ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、ス
ルホン化ビニルナフタレン、ビニルアルコール、アクリルアミド、メタクリロキシエチル
ホスフェート、ビスメタクリロキシエチルホスフェート、メタクリロオキシエチルフェニ
ルアシドホスフェート、エチレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジ
メタクリレート等が挙げられる。
【０１２６】
　疎水基を有するα，β－エチレン性不飽和基を有する単量体としては、スチレン、α－
メチルスチレン、ビニルトルエン等のスチレン誘導体、ビニルシクロヘキサン、ビニルナ
フタレン、ビニルナフタレン誘導体、アクリル酸アルキルエステル、メタクリル酸アルキ
ルエステル、メタクリル酸フェニルエステル、メタクリル酸シクロアルキルエステル、ク
ロトン酸アルキルエステル、イタコン酸ジアルキルエステル、マレイン酸ジアルキルエス
テル等が挙げられる。
【０１２７】
　高分子分散剤として用いられる、好ましい共重合体の例としては、スチレン－スチレン
スルホン酸共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体
、スチレン－アクリル酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフ
タレン－メタクリル酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、アクリル酸ア
ルキルエステル－アクリル酸共重合体、メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共
重合体、スチレン－メタクリル酸アルキルエステル－メタクリル酸共重合体、スチレン－
アクリル酸アルキルエステル－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸フェニルエ
ステル－メタクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸シクロヘキシルエステル－メタ
クリル酸共重合体等が挙げられる。また、これらの重合体に、ポリオキシエチレン基、水
酸基を有する単量体を共重合させてもよい。
【０１２８】
　上記高分子分散剤としては、例えば重量平均分子量で２０００乃至５００００のものが
挙げられる。
【０１２９】
　これら顔料分散剤は、単独で用いても、二種類以上を併用しても構わない。顔料分散剤
の添加量は、顔料により大きく異なるため一概には言えないが、一般に顔料に対し、合計
で０．１乃至１００質量％が挙げられる。
【０１３０】
　色材として水に自己分散する顔料も用いられる。水に自己分散する顔料とは、顔料表面
に水に対する可溶化基を数多く有し、高分子分散剤が存在しなくとも水中で分散する顔料
のことを指す。具体的には、通常のいわゆる顔料に対して酸・塩基処理、カップリング剤
処理、ポリマーグラフト処理、プラズマ処理、酸化／還元処理等の表面改質処理等を施す
ことにより、水に自己分散する顔料が得られる。
【０１３１】
　また、水に自己分散する顔料としては、上記顔料に対して表面改質処理を施した顔料の
他、キャボット社製のＣａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２００、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－３００、ＩＪ
Ｘ－１５７、ＩＪＸ－２５３、ＩＪＸ－２６６、ＩＪＸ－２７３、ＩＪＸ－４４４、ＩＪ
Ｘ－５５、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２６０Ｍ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－２５０Ｃ、Ｃａｂ－ｏ
－ｊｅｔ－２７０Ｙ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－１０２７Ｒ、Ｃａｂ－ｏ－ｊｅｔ－５５４Ｂ
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、オリエント化学社製のＭｉｃｒｏｊｅｔ　Ｂｌａｃｋ　ＣＷ－１、ＣＷ－２等の市販の
自己分散顔料等も使用される。
【０１３２】
　自己分散顔料としては、その表面に官能基として少なくともスルホン酸、スルホン酸塩
、カルボン酸、又はカルボン酸塩を有する顔料であることが好ましい。より好ましくは、
表面に官能基として少なくともカルボン酸、又はカルボン酸塩を有する顔料である。
【０１３３】
　更に、樹脂により被覆された顔料等も使用される。これは、マイクロカプセル顔料と呼
ばれ、大日本インキ化学工業社製、東洋インキ社製などの市販のマイクロカプセル顔料だ
けでなく、本発明のために試作されたマイクロカプセル顔料等も使用される。
【０１３４】
　また、高分子物質を上記顔料に物理的に吸着又は化学的に結合させた樹脂分散型顔料も
用いられる。
【０１３５】
　記録材としては、その他、親水性のアニオン染料、直接染料、カチオン染料、反応性染
料、高分子染料等や油溶性染料等の染料類、染料で着色したワックス粉・樹脂粉類やエマ
ルション類、蛍光染料や蛍光顔料、赤外線吸収剤、紫外線吸収剤、フェライトやマグネタ
イトに代表される強磁性体等の磁性体類、酸化チタン、酸化亜鉛に代表される半導体や光
触媒類、その他有機、無機の電子材料粒子類などが挙げられる。
【０１３６】
　記録材の含有量（濃度）は、例えばインクに対して５乃至３０質量％の範囲が挙げられ
る。
　記録材の体積平均粒径は、例えば１０ｎｍ以上１０００ｎｍ以下の範囲が挙げられる。
【０１３７】
　記録材の体積平均粒径とは、記録材そのものの粒径、又は記録材に分散剤等の添加物が
付着している場合には、添加物が付着した粒径をいう。体積平均粒径の測定装置には、マ
イクロトラックＵＰＡ粒度分析計９３４０（Ｌｅｅｄｓ＆Ｎｏｒｔｈｒｕｐ社製）を用い
た。その測定は、インク４ｍｌを測定セルに入れ、測定した。なお、測定時の入力値とし
て、粘度にはインクの粘度を、分散粒子の密度は記録材の密度とした。
【０１３８】
　次に水性溶媒について説明する。水性溶媒としては、水が挙げられ、特にイオン交換水
、超純水、蒸留水、限外濾過水を使用することがよい。また、水性溶媒と共に、水溶性有
機溶媒を用いてもよい。水溶性有機溶媒としては、多価アルコール類、多価アルコール類
誘導体、含窒素溶媒、アルコール類、含硫黄溶媒等が使用される。
【０１３９】
　水溶性有機溶媒の具体例としては、多価アルコール類では、エチレングリコール、ジエ
チレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、１、５－ペンタンジオール、１，２－へキサンジオール、１，２，６－ヘキサントリ
オール、グリセリン、トリメチロールプロパン、キシリトールなどの糖アルコール類、キ
シロース、グルコース、ガラクトースなどの糖類等が挙げられる。
【０１４０】
　多価アルコール類誘導体としては、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレン
グリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレング
リコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレング
リコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレン
グリコールモノブチルエーテル、ジグリセリンのエチレンオキサイド付加物等が挙げられ
る。
【０１４１】
　含窒素溶媒としては、ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、シクロヘキシルピロ
リドン、トリエタノールアミン等が、アルコール類としてはエタノール、イソプロピルア
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ルコール、ブチルアルコール、ベンジルアルコール等のアルコール類が挙げられる。
　含硫黄溶媒としては、チオジエタノール、チオジグリセロール、スルフォラン、ジメチ
ルスルホキシド等が挙げられる。
　水溶性有機溶媒としては、その他、炭酸プロピレン、炭酸エチレン等も用いられる。
【０１４２】
　水溶性有機溶媒は、少なくとも１種類以上使用してもよい。水溶性有機溶媒の含有量と
しては、例えば１質量％以上７０質量％以下の範囲が挙げられる。
【０１４３】
　次に、油性溶媒について説明する。油性溶媒としては、脂肪族炭化水素、芳香族炭化水
素、アルコール類、ケトン類、エステル類、エーテル類、グリコール類、含窒素溶媒、植
物油等の有機溶媒が使用される。脂肪族炭化水素の例として、ｎ－ヘキサン、シクロヘキ
サン、メチルヘキサン、ｎ－オクタン、メチルヘプタン、ジメチルヘキサン、ノナン、デ
カン等が挙げられ、アイソパーなどのｎ－パラフィン系溶剤、ｉｓｏ－パラフィン系溶剤
、シクロパラフィン系溶剤などのパラフィン系溶剤でも構わない。また、芳香族炭化水素
としては、トルエン、エチルベンゼン、キシレン等が挙げられる。アルコール類としては
、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサノール、ベンジルアルコ
ール等が挙げられる。ケトン類としては、アセトン、メチルエチルケトン、ペンタノン、
ヘキサノン、ヘプタノン、シクロヘキサノン等が挙げられる。エステル類としては、酢酸
メチル、酢酸エチル、酢酸ビニル、プロピオン酸エチル、酪酸エチル等が挙げられる。エ
ーテル類としては、ジエチルエーテル、エチルプロピルエーテル、エチルプロピルエーテ
ル、エチルイソプロピルエータル等が挙げられる。グリコール類としては、エチレングリ
コール、ジエチレングリコール、プロパンジオール、ヘキサンジオール、グリセリン、ポ
リプロピレングリコール等が挙げられる。その他、エチレングリコールメチルエーテル、
エチレングリコールエチルエーテル、エチレングリコールブチルエーテル、ジエチレング
リコールエチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル等のグリコール誘導体を
溶媒として用いても良い。植物油としては、乾性油、半乾性油、不乾性油などが挙げられ
る。乾性油としては、荏の油、アマニ油、桐油、ケシ油、くるみ油、紅花油、ひまわり油
などが挙げられ、半乾性油としては菜種油、不乾性油としては、ヤシ油が挙げられる。上
記溶媒は単独もしくは二種以上併用しても良い。
【０１４４】
　次に、その他の添加剤について説明する。インクには、その他、必要に応じて、界面活
性材が添加される。
【０１４５】
　これら界面活性剤の種類としては、各種のアニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性
剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤等が挙げられ、好ましくは、アニオン性界面
活性剤、ノニオン性界面活性剤が用いられる。
【０１４６】
　以下、界面活性剤の具体例を列挙する。
　アニオン性界面活性剤としては、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルフェニルス
ルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、高級脂肪酸塩、高級脂肪酸エステルの硫
酸エステル塩、高級脂肪酸エステルのスルホン酸塩、高級アルコールエーテルの硫酸エス
テル塩及びスルホン酸塩、高級アルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシエチレンアルキル
エーテルカルボン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、アルキルリン酸塩
、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩等が使用でき、好ましくは、ドデシルベ
ンゼンスルホン酸塩、イソプロピルナフタレンスルホン酸塩、モノブチルフェニルフェノ
ールモノスルホン酸塩、モノブチルビフェニルスルホン酸塩、モノブチルビフェニルスル
ホン酸塩、ジブチルフェニルフェノールジスルホン酸塩等が用いられる。
【０１４７】
　ノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪
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酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビ
トール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪
酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ンアルキルアミン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、アルキルアルカノールアミド、ポ
リエチレングリコールポリプロピレングリコールブロックコポリマー、アセチレングリコ
ール、アセチレングリコールのポリオキシエチレン付加物等が挙げられ、好ましくは、ポ
リオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテ
ル、ポリオキシエチレンドデシルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ンソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸アルキロールアミド、ポリエチレングリコールポリ
プロピレングリコールブロックコポリマー、アセチレングリコール、アセチレングリコー
ルのポリオキシエチレン付加物が用いられる。
【０１４８】
　その他、ポリシロキサンオキシエチレン付加物等のシリコーン系界面活性剤や、パーフ
ルオロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロアルキルスルホン酸塩、オキシエチレンパー
フルオロアルキルエーテル等のフッ素系界面活性剤、スピクリスポール酸やラムノリピド
、リゾレシチン等のバイオサーファクタント等も使用される。
【０１４９】
　これらの界面活性剤は単独で使用しても混合して使用してもよい。また界面活性剤の親
水基／疎水基バランス（ＨＬＢ）は、溶解性等を考慮すると例えば３以上２０以下の範囲
が挙げられる。
【０１５０】
　これらの界面活性剤の添加量は、例えば０．００１質量％以上５質量％以下が好ましく
、０．０１質量％以上３質量％質量％以下の範囲がより好ましい。
【０１５１】
　また、インクには、その他、浸透性を調整する目的で浸透剤、インク吐出性改善等の特
性制御を目的でポリエチレンイミン、ポリアミン類、ポリビニルピロリドン、ポリエチレ
ングリコール、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース等や、導電率、ｐＨを調
整するために水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化リチウムなどのアルカリ金属類
の化合物等、その他必要に応じ、ｐＨ緩衝剤、酸化防止剤、防カビ剤、粘度調整剤、導電
剤、紫外線吸収剤、及びキレート化剤等も添加される。
【０１５２】
　次に、インクの好適な特性について説明する。まず、インクの表面張力は、例えば２０
ｍＮ／ｍ以上４５ｍＮ／ｍ以下の範囲が挙げられる。
【０１５３】
　ここで、表面張力としては、ウイルヘルミー型表面張力計（協和界面科学株式会社製）
を用い、２３℃、５５％ＲＨの環境において測定した値を採用した。
【０１５４】
　インクの粘度は、１．５ｍＰａ・ｓ以上３０ｍＰａ・ｓ以下、好ましくは１．５ｍＰａ
・ｓ以上２０ｍＰａ・ｓ以下の範囲が挙げられる。ヘッド吐出性の観点からは、インクの
粘度は２０ｍＰａ・ｓ以下が好ましい。また、インクの粘度は、上記硬化性溶液の粘度に
比べ低いことがよい。
【０１５５】
　ここで、粘度としては、レオマット１１５（Ｃｏｎｔｒａｖｅｓ製）を測定装置として
用いて、測定温度は２３℃、せん断速度は１４００ｓ－１の条件で測定した値を採用した
。
【０１５６】
　なお、インクは、上記構成に限定されるものではない。記録材以外に、例えば、液晶材
料、電子材料など機能性材料を含むものであってもよい。
【０１５７】
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　以上、本実施形態に係る記録装置の第一実施形態について説明したが、本実施形態に係
る記録装置の第二実施形態は、既述の硬化性溶液層が形成された中間転写媒体を用い、硬
化性溶液層形成手段を備えていないこと以外、本実施形態に係る記録装置の第一実施形態
と同様である。
　本実施形態に係る記録装置（第一実施形態及び第二実施形態）により、記録媒体への優
れた転写効率を有し、更にエッジ拡がり、画像埋まり、にじみがそれぞれ抑制された画像
が得られる
【実施例】
【０１５８】
　以下、本発明を、実施例を挙げてさらに具体的に説明する。ただし、これら各実施例は
、本実施形態を制限するものではない。尚、以下の実施例において特にことわらない限り
、「部」は「質量部」を示す。
【０１５９】
＜実施例１＞
　厚さ８３μｍのポリイミドシームレスベルト（日東電工製　遠心成形半導電ベルト）に
、ダイコーターを用いて、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテ
ル共重合体を塗布（厚み３３μｍ）し、中間転写体とした。
【０１６０】
　シリコーン変性２官能アクリレートＵＶモノマーＵＶ３５００（ＢＹＫ社製、ＨＬＢ＝
１１）：１０部、希釈剤としてジエトキシトリメチロールプロタン（東亞合成製、ｓｐ値
＝９．１、ＴＭＰと記載する場合がある。）：３３部、及びＭ３１３（東亞合成製イソシ
アヌレートウレタントリアクリレート）：２０部を混合溶解しておき、これに吸液成分と
してアクアリックＣＳ７ｓ（日本触媒）架橋スルホン酸変性ポリアクリル酸ナトリウムを
中心粒径２．８μｍにボールミル粉砕し分球したものを３５部添加した。また界面活性剤
として表１に示すＡ（シリコーン樹脂界面活性剤、ＨＬＢ＝１６）を２部添加して混合し
、混合液を調製した。該混合液はブレードコーターで塗布ギャップ＝２０μｍにて、中間
転写体上に塗工して、膜厚１５μｍの中間転写媒体１を作製した。尚、表１に示す界面活
性剤であるＡ～Ｅは表１の上部に記載の構造であり、表１に記載の物性を有する。また、
表１に示す構造式において、Ｒは直鎖状アルキル鎖、Ｒ’は末端アクリル基を有する反応
性アルキル基で１官能以上、３官能以下のノニオン性界面活性剤を示す。
【０１６１】
【表１】

【０１６２】
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　中間転写媒体１を、図１で溶液供給装置１２を有していない構成の記録装置に、中間転
写ベルト１０として装着し、中間転写媒体１（他の紫外線硬化性溶液層）上に、インクジ
ェットヘッドにより、ベタ＆２ｄｏｔライン画像を印字（解像度１２００×１２００ｄｐ
ｉ、ドロップサイズ２ｐＬ）し、熱圧力（４０℃、０．５ＭＰａ／ｃｍ２）により用紙（
ＯＫ金藤トップコート紙）へ転写仮画像を形成した。更に得られた画像に１６０Ｗハロゲ
ンランプにて１秒間紫外線照射し、硬化することにより、画像を形成し、以下の評価を実
施した。その結果を中間転写媒体１の水に対する接触角と共に表２に示す。
【０１６３】
（評価）
［表面光沢］
　得られた画像の表面光沢（Ｇ７５°）を、村上色彩研究所製のデジタルグロスメーター
（ＧＭ２６Ｄ（入射角７５°））を用いて測定した。その結果を表２に示す。
【０１６４】
［十点平均表面粗さ］
　得られた画像の十点平均表面粗さ（Ｒｚ）を、触針式表面粗さ計を用いて測定した。そ
の結果を表２に示す。
【０１６５】
［転写効率］
　用紙へ転写された画像の重量を、中間転写媒体１上に印字された画像の重量で割って、
１００を掛けることにより、転写効率を求めた。その結果を表２に示す。尚、中間転写媒
体１を装着した実施例１では、転写効率も９５％と高く、残留物は容易にブレードで掻き
取れた。
【０１６６】
［にじみ］
　得られた画像の端部のにじみの有無を目視で確認し、以下の基準で評価した。その結果
を概要と共に表２に示す。○：にじみ又ははみ出しが無い。△：僅かなにじみ又ははみ出
しの少なくとも一方が有る。×：はっきりとしたにじみ又ははみ出しが有る。
【０１６７】
［印字ムラ］
　得られた画像のパッチベタ部の印字ムラの有無を目視で確認し、以下の基準で評価した
。その結果を概要と共に表２に示す。○：印字ムラ無し、△：僅かな印字ムラ有り、×：
はっきりとした印字ムラ有り。
【０１６８】
＜実施例２＞
　実施例１において、シリコーン変性２官能アクリレートＵＶモノマーＵＶ３５００（Ｂ
ＹＫ社製、ＨＬＢ＝１１）：１０部を、シリコーン変性アクリル樹脂混合液にＴＥＧＯ２
２００Ｎ（デグサ製エチレンオキサイド・ポロピレンオキサイド変性側鎖３官能アクリル
モノマー）：５部に変更し、アクアリックＣＳ７ｓの使用量を４０部に変更し、界面活性
剤を表１に示すＢ（シリコーン樹脂界面活性剤、ＨＬＢ＝１２）に変更したこと以外、実
施例１と同様にして混合液を調製し、該混合液を用い、塗布ギャップ＝７μｍにて中間転
写体上に塗工して、膜厚１５μｍの中間転写媒体２を作製し、実施例１と同様に評価した
。その結果を表２に示す。
【０１６９】
＜実施例３＞
　実施例１において、シリコーン変性２官能アクリレートＵＶモノマーＵＶ３５００（Ｂ
ＹＫ社製、ＨＬＢ＝１１）：１０部、シリコーン変性アクリル樹脂混合液にＴＥＧＯ２２
００Ｎ（デグサ製エチレンオキサイド・ポロピレンオキサイド変性側鎖３官能アクリルモ
ノマー）：１０部に変更し、ＴＭＰ：３３部及びＭ３１３：２０部を、ＨＤＤＡ（１，６
ヘキサンジオールジアクリレート）：４０部、ＴＭＰ：２０部に変更し、更に界面活性剤
を表１に示すＣ（シリコーン樹脂界面活性剤、ＨＬＢ＝１０）に変更したこと以外、実施
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例１と同様にして混合液を調製し、該混合液を用い、塗布ギャップ＝７μｍにて中間転写
体上に塗工して、膜厚１３μｍの中間転写媒体３を作製し、実施例１と同様に評価した。
その結果を表２に示す。
【０１７０】
＜比較例１＞
　実施例１において、シリコーン変性２官能アクリレートＵＶモノマーＵＶ３５００（Ｂ
ＹＫ社製、ＨＬＢ＝１１）：１０部、シリコーン変性アクリル樹脂混合液にＴＥＧＯ２２
００Ｎ（デグサ製エチレンオキサイド・ポロピレンオキサイド変性側鎖３官能アクリルモ
ノマー）：１０部に変更し、ＴＭＰ：３３部及びＭ３１３：２０部を、ＨＤＤＡ（１，６
ヘキサンジオールジアクリレート）：４０部、ＴＭＰ：２０部に変更し、更に界面活性剤
を表１に示すＤ（シリコーン樹脂界面活性剤、ＨＬＢ＝７）に変更したこと以外、実施例
１と同様にして混合液を調製し、該混合液を用い、塗布ギャップ＝７μｍにて中間転写体
上に塗工して、膜厚２３μｍの中間転写媒体４を作製し、実施例１と同様に評価した。そ
の結果を表２に示す。
【０１７１】
＜比較例２＞
　実施例１において、シリコーン変性２官能アクリレートＵＶモノマーＵＶ３５００（Ｂ
ＹＫ社製、ＨＬＢ＝１１）：１０部、シリコーン変性アクリル樹脂混合液にＴＥＧＯ２２
００Ｎ（デグサ製エチレンオキサイド・ポロピレンオキサイド変性側鎖３官能アクリルモ
ノマー）：１０部に変更し、ＴＭＰ：３３部及びＭ３１３：２０部を、ＨＤＤＡ（１，６
ヘキサンジオールジアクリレート）：４０部、ＴＭＰ：２０部に変更し、更に界面活性剤
を表１に示すＥ（シリコーン樹脂界面活性剤、ＨＬＢ＝５）に変更したこと以外、実施例
１と同様にして混合液を調製し、該混合液を用い、塗布ギャップ＝７μｍにて中間転写体
上に塗工して、膜厚２３μｍの中間転写媒体５を作製し、実施例１と同様に評価した。そ
の結果を表２に示す。
【０１７２】
【表２】

【符号の説明】
【０１７３】
１０　中間転写ベルト（中間転写体）
１２　溶液供給装置
１２Ａ　硬化性溶液
１２Ｂ　硬化性溶液層
１４　インクジェット記録ヘッド（付与手段）
１４Ａ　インク滴
１６　転写装置（転写手段）
１８　紫外線照射装置
２６　中間転写ドラム（中間転写体）
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